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聴覚障害学⽣が授業を受ける際に情報保障⼿段として利⽤される字幕は⽂字のみで提⽰されることが多い．そのため，授業の中
で数式や図表などを⽰して説明がなされる場合，「この式」「あの図」などの指⽰語が字幕の中に表⽰されることになる．指⽰
語が発話されてから字幕表出までの遅延により，指⽰語の対象内容を受講者が正確に把握するのは容易ではない．
本研究では，数学の講義場⾯で数式や図表を付与したハイブリッド字幕を提⽰したときの受講者の視線⾏動について，⽂字のみ
の通常字幕との⽐較を通して検証した．また，講師⾏動と受講者の視線⾏動の関係を定量的に分析した．その結果，講師の説明
⾏動や指⽰⾏動は受講者の視線⾏動に影響を与えないことがわかった．⼀⽅で，講師の板書⾏動に応じて，字幕映像への視線移
動は減少し，配布資料への視線移動が増加することが確認できた．その傾向は，通常字幕に⽐べてハイブリッド字幕に顕著に表
れた．
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